
令和４年度
美浜区まちづくり活動報告

産前産後特有の体の悩み
育児の不安に寄り添う
コミュニティサービス
ひとと暮らしの研究所



事業開始の背景（地域課題と⽬標）
• 妊娠中出産後は⼥性の⾝体には⼤きな変化が起こる。
• 体の変化、育児動作に伴い、疾病や機能障害の出現の可能性が⾼まる。
• ⾝体機能の専⾨家・理学療法⼠とママとの接点の場が少ない。
• 核家族化、美浜区への転⼊により⾝近な⽀援者が不在、ロールモデルもいない。
• コロナ禍で出先がない、外出が不安、他者との交流が減少。

上記を⽬標とする、産前産後の体の悩み、
育児の不安に寄り添うコミュニティサービスの提供を
令和4年度美浜区地域活性化⽀援事業⽀援団体として開始した。

産前産後⼥性イキイキ ⾚ちゃんニコニコ ⼼豊かに暮らせる美浜区



活動内容
①毎⽉のおはなし会 （参加費無料、看護師と理学療法⼠が対応）
・産後コンディショニング、育児動作指導、おむつ外し等について講座つき集いの開催
・対象は、パパ、ママ、プレママ、プレパパなどの保育者とその⼦供
・参加者延べ64組（内1回オンライン開催）

キャンセル５組
リピート３回以上参加７組、２回参加３組

・ママのエクササイズ中に、託児のマンパワーが不⼗分なことがあった
・⼦供が会場の襖を触り、外れてぶつかることがあった
・参加者同⼠の交流を図るため、⾃⼰紹介タイムとフリートーク時間を設けた



②保育⼠によるオンラインおはなし会 （参加費無料）
・対象はパパ、ママなどの保育者
・参加者36組
・zoomを利⽤し、直接講師へ質問出来るようにした
・録画配信も利⽤したところ、ライブ視聴者が少なかった

③専⾨職向けオンラインおはなし会（参加無料）
・産前産後予防事業について現状報告、ノウハウなど情報交換を実施
・参加者理学療法⼠16名
・⾃由に発⾔できる雰囲気作りに努めた
・会が盛り上がり、終了時間が⼤幅に超えてしまった

活動内容



④周知活動
・おはなし会告知チラシの掲⽰依頼
ニュースレター配布（毎号100枚）

・依頼先は、保健福祉センター、社協、リラックス館、
公⺠館3ヶ所、ヤオコー、カスミ、イオン検⾒川浜、
保育所2ヶ所、みんなの掲⽰板、
アースマーケットプレイス、cafeどんぐりの⽊、
渡辺しのぶ事務所、稲⽑診療所、若草助産院など、約16ヶ所

・イベント管理サービス（Peatix） お気に⼊り登録47⼈
・インスタグラム フォロワー約200件

イベント告知投稿リーチ数平均200件

活動内容

お父さん＋お母さん 通信 
からだを整えて♡ココロを軽く♡気楽に育児　　　　　　　　　　　　　　　　2022  SUMMER

基本の素手抱っこ① 
首すわり前の横抱き。 

基本の素手抱っこ② 
首すわり前の縦抱き。 
抱っこ紐に入れた際、こ
の位置が目安。 

基本の素手抱っこ③ 
首すわり後の縦抱き。 
 

     

赤ちゃんとも大人も体が
ねじれており、双方に負
担がかかっている。

抱っこ、辛いな～って感じたこと、ありませんか？ 

同じ思いをしているパパとママは意外と多く、私もその一人でした。 
今回は、大人の体に負担が少なくて、子供の成長を育み、子供をもっと可愛いいと感じる
抱っことおんぶについて、お伝えします。 

　赤ちゃんが抱っこしてほしいというサインを出す時は、赤ちゃんが安心を求めている時が多いの
ではないでしょうか。そんな時、大人は必要に迫られて抱っこするような気分になったり、移動や
寝かしつけ、泣いたときなどは、ある程度まとまった時間を抱っこで過ごすことも少なくありませ
ん。大人と赤ちゃんがお互いに無理のかかる体勢だと、大人は体の痛みや気分的な負担を感じた
り、赤ちゃん側も苦痛であることが考えられます。赤ちゃんと大人、双方にとって負担が少なく、
居心地の良い抱っことはどんな抱っこでしょうか？  

「基本の素手抱っこ」は、手のひらではなく、肘から手首の間で赤ちゃんを支えます。ほとんどの
人で、肘から手首の間が床と並行になります。大人の肩周りの余分な力が抜け、手首も楽になりま
す。手のひらで赤ちゃんの体をポンポンできると、負担が少ないことを確認できます。首すわりま
では頭を、腰座り（赤ちゃんが自分で座る姿勢をとって保てる）の頃までは、背中が倒れないよう
に反対側の手や腕で軽く支えることが必要です。また、大人の腕を左右入れ替えることで、片側の
腕のみに負担がかからないようにできます。普段の生活場面を思い返して、どちらか一方の腕ばか
りで抱っこしていないか、自分の骨盤に赤ちゃんを乗せて抱っこしていないかなど、自分の傾向を
チェックしてみましょう。立って抱っこしている時の体重が、自分の両足にかかっている方が、腰
痛予防にもなります。反り腰、丸まった背中にも注意が必要です。自分の股関節や腰に寄りかかっ
ている感じがする時は、しっかりと地面を足の裏で押すようにして立ちます。 
　赤ちゃんは、抱っこやおんぶを通じた保育者（パパとママなど）との触れ合いの中で、安心を得
たり、脳の発達を育んでいます。保育者とのお互いの関係性も、触れ合いである抱っこやおんぶを
通じて築かれていきます。また、無理のない左右対照な姿勢の方が、体を自由に動かすことができ
る時間が多くなります。 

発行：令和４年度 美浜区地域活性化支援事業 支援団体 ひとと暮らしの研究所

赤ちゃんを抱っこするときは 
どんなとき？ 

・赤ちゃんとスキンシップするとき。 
・赤ちゃんが泣いているとき。 
・赤ちゃんが寝ないとき。 

・赤ちゃんが一人で移動できないとき。 

赤ちゃんを抱っこ紐に入れたときのチェック事項 
・赤ちゃんのお尻は大人のおへそより上。 

・赤ちゃんの顔が見える。　　・ピッタリ密着。 
・赤ちゃんの手が大人の体に触れている。 

・脚が自由に動く。　・お辞儀してもぐらつかない。 

抱っこ紐はどうやって使っても同じ？ 
そんなことはありません。赤ちゃんの位置が素手抱っこと同じくなるよう
に調節して使うと、体の負担が軽減されますし、赤ちゃんの姿勢も変わり
ます。赤ちゃんの姿勢は、からだの発達にも少なからず影響します。 



まとめ（参加者の声）
• 産後の体のことを誰に相談していいかわからず、不安な状況が続い
ていたので、来ることができてよかった。
• 産後すぐや新⽣児期のことは⺟親学級などで学べるが、その後の⾃
分の体や⼦供のことはわからないことが多く、⼤海原へ放り出され
た気持ちだった。
• 授乳のたびに背中が痛くなり⾟かった。お尻の後側をタオルを⼊れ
て⽀えるだけで腰が安定して痛みが出なくなることが実感でき、
びっくり。早く知りたかった。
• 実際に個別で応対してもらえて満⾜。Youtubeだけではわからないこ
とが、今回参加したことで解決できた。
• 抱っこがこんなに楽にできるとは知らなかった。抱っこ紐の使い⽅
も知りたかったので、良い機会だった。
• ⾃分の⼦供より年上の⼦供の様⼦が⾒られて参考になった。
• 体も軽くなったが、気分もリフレッシュできた。



まとめ（活動を通して得た次なる課題）
• 周知がまだ不⼗分→パンフレットなどにて周知活動を強化する

⾏政と協働できないか、道を探る
• チラシを⾒て申込みされる⽅が⾮常に多かった（９割程度）⼀⽅で、SNS
経由の申込が少なかった→SNS広告の⼯夫が必要
• おはなし会の中では対応が不⼗分と感じられるケースが数件あった
→個別対応、更なる少⼈数対応の必要性を検討する必要性あり
• ⼦供が襖などに触って外れることが数回あった→安全性確保を
• 今年度はすべて助成⾦で⾏ったので、今後の資⾦繰を考え、少しずつ変更
しながら実⾏していく必要がある
→寄付や協賛を得るのか、参加者からいただくのか、積極的に外部講師を
引き受けていくか、要検討
• マンパワー不⾜を感じた→郵便やメールの利⽤で時間短縮、仲間づくり



まとめ（今後の事業展開）
・産前産後⼥性が⾃らの⾝体の健康について知り、保育者と⼦供も健やかに過ごす
ことが出来るよう、おはなし会を継続する
・地域の産前産後⼥性や他専⾨職のニーズについて、定期的に情報収集し、活動に
反映する
・団体の周知活動や、ニュースレターなどによる発信も活発に⾏えるよう努める
・団体側の仲間を増やすべく、専⾨職向けのイベントも継続する
・⾏政機関や医療保健機関へ積極的に関わり、啓蒙活動の拡⼤を試みる
・託児ボランティアの導⼊
・マンパワー不⾜を補うために、郵便やメール添付などを便利に利⽤する
・資⾦調達の⽅法を考え、実践する


